




すような半径が��と��の二つの円筒が接触する場合，
ヘルツの最大接触応力����は次式で示される。



　作動流体，温水，冷水の温度測定にはK型シース熱電
対を使用し，作動流体の質量流量測定にはコリオリ式質
量流量計，温・冷水の体積流量測定には電磁流量計，ま
た圧力測定にはダイアフラム式圧力センサを使用した。
これらの測定データはマルチメータに接続された PCに
取込んだ。なお，熱電対のマルチメータでの測定につい
ては，あらかじめ恒温槽を用いた検定を行い，精度±0.1
℃以内での測定を行った。
2．3　実験条件

　表1に実験条件を示す。作動流体にはアンモニアを用
いた。実験では，作動流体が定常状態になったことを確
認した後にデータ採取を開始した。

3．データ整理方法

3．1　局所沸騰熱伝達係数

　テストプレート内の各測定点での局所熱流束�，作動
流体側のプレート表面温度



乾き度という）�は式（6）より求めた。

　　 
  ………………………………………（6）

　ここで，�は各測定点でのエンタルピー，��������は飽和
液のエンタルピー，���は蒸発潜熱である。また，各測定
点でのエンタルピー�は以下の方法により求めた。すな
わち，プレヒータ入口のエンタルピー




